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イントロダクション
この拡張版オーナーズマニュアルは、Mustang LT50アンプの特徴と機能に対する詳細なユーザーガイドです。

各アンプ付属のMustang LT50クイックスタートガイドを補完するものとして、本マニュアルでは、アンプの多用途な機能の詳細を説明
しています。これには、ナビゲーションと内蔵プリセットの変更、アンプとエフェクトモデルの広範囲な説明が含まれます。また、Mustang 
LT50オンボードチューナー、フットスイッチ、USBポート、およびその他の機能を使用する段階的な説明も含まれています。さらに、Mus-
tang LT50は、フェンダートーンアプリ(23ページ)と組み合わせることで、さらに多くの音の可能性を提供します。 

本拡張マニュアルは、最新版のアンプを紹介していますが、Mustang LT50とその機能が発展するにつれて、さらに役立つガイドとして活
用できる、最新版のマニュアルもチェックしてください。 
 
Mustang LT50の改善、充実させるファームウェアの更新については、fender.com/firmware/supportを定期的にご確認ください。

1



コントロールパネル
Mustang LT50のトップコントロールパネルは、INSTRUMENT INPUT、6つのCONTROL KNOBS、DISPLAY WINDOW、EN-
CODERホイール、4つのUTILITYプッシュボタン、フットスイッチ入力、AUX入力(1/8インチ＝3.175ミリ)、ヘッドフォン出力(1/8インチ)
、TAP LIGHTとUSBポートで構成されています。

A.	 INPUT: 楽器を接続します。

B.	 AUXILIARY INPUT, HEADPHONE OUTPUT: 外部オーディオ機器を接続する1/8インチのAUX入力、およびヘッドフォン用
の1/8インチの出力(22ページ)。ヘッドフォン出力は、スピーカー機能を無効にします。

C.	 GAIN: 各プリセットのゲイン設定に影響します。

D.	 VOLUME: 各プリセット個々の音量に影響します。

E.	 TREBLE: 各プリセットの高音域設定に影響します。

F.	 MIDDLE: 各プリセットの中音域設定に影響します。

G.	 BASS: 各プリセットの低音域設定に影響します。

H.	 MASTER VOLUME: 全体的な音量をコントロールします。

I.	 DISPLAY WINDOW: 使用中のプリセット、プリセットの内容とパラメータ、その他の機能(チューナーなどのメニュー機能)を表示します。

J.	 ENCODER: 押しスイッチ機能付き回転式コントロール。 Mustang LT50のプリセット、コントロール、その他機能の表示、選択、調整
用に使用します。

K.	 UTILITY BUTTONS 
BACK: 前の画面、または元のプリセット画面に戻ります。 

SAVE: プリセットの変更を保存、プリセットの名前を変更し、プリセットを新しい場所に保存します。 

MENU: チューナー、フットスイッチなどの機能にアクセスします(15ページ)。 
TAP: ディレイタイムの設定(12ページ)と内蔵チューナーへのアクセス用(16ページ)。

L.	 TAP LIGHT: ディレイタイムに合わせて点滅します。

M.	 POWER: アンプの電源をオン／オフします。

N.	 USB ポート: USBオーディオ録音用のアンプ接続ポイントです(23ページ)。

O.	 IEC パワーインレット(後部パネル、未記載): 付属の電源コードを使用して、パワーインレット指定の入力電源電圧と周波数に従って、ア
ース付きコンセントに接続します。

P.	  フットスイッチ (後部パネル、未記載): オプションの４ボタン仕様フットスイッチを接続します(17ページ)。

Q.	  モノライン出力 (後部パネル、未記載): 外部音声および、録音機器に接続するモノライン出力です(23ページ)。
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基本プリセット
Mustang LT50 は、出荷時には１番から30番までの番号付けされたプリセットを備えています。その他に、ユーザーが独自に作成したり、フ
ェンダートーンアプリ(23ページ)をダウンロードして作成でするための、空プリセット30個を保存する「スロット」を備えています。 
 
各プリセットは、アンプと１個以上のエフェクトで構成されます(場合によってはエフェクトなし)。アンプをオンにすると、デフォルトのアク
ティブプリセットは常にプリセットの01になります。全60個のプリセットスロットはユーザーがカスタマイズでき、保存メニュー(４ページ)の

「REPLACE」機能を使用して、必要に応じて、出荷時のファクトリープリセット30個をいつでも復元できます。

プリセットをスクロールさせるには、ENCODERを回します。どのプリセットが表示されていても有効になります。
 

 
Mustang LT50出荷時のプリセット30個は次のとおりです。

	 01  FENDER CLEAN			   11  METAL LEAD			   21  TOUCH WAH

	 02  SILKY SOLO			   12  VINTAGE TREMOLO		  22  SUPER ROCK

	 03  CHICAGO BLUES			   13  SUPER DRYCLEAN			  23  NICE FLANGER

	 04  CLASSIC ROCK			   14  THRASH OVERKILL		  24  VIBRA DOOM

	 05   DREAMY				    15  CLEAN DELAY			   25  SURF MUSIC

	 06  COUNTRY PICKING		  16  OCTOBOT	ONE NOTE		  26  BLUES LEAD

	 07  SKATE PUNK			   17  LITTLE CHAMP			   27  ROCK A BILLY

	 08  SOLO MIDBOOST			   18  PHASER SWIRL			   28  GARAGE FUZZ

	 09  JAZZ AMP				   19  60S FUZZ				    29  SPACE TRAVEL

	 10  BRIT 64 RHYTHM			   20  MYTHIC CRUNCH			  30  ACOUSTIC SIM

05
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プリセット編集と保存
プリセットは簡単に編集でき、必要に応じて名前を変更してその場所、または別の場所に保存できます。その他にも、各アンプタイプのコント
ロール調整、アンプモデルを別のモデルに交換できます。同様に、さまざまなエフェクトコントロールを調整したり、プリセットからエフェクトを
削除したり、プリセットにエフェクトを追加できます。

プリセットが有効な状態だと、その番号を含むボックスは青になり、編集が行われていないことを示します。編集が行われると、プリセット番号
を含むボックスが赤に変わり、プリセットタイトル画面に「UNSAVED」と表示されます。編集内容が保存されると、番号ボックスが青に戻り、

「UNSAVED」のタイトルが消えます。
 
プリセット内容へのアクセス

プリセット内容にアクセスするには、ENCODERを押します。DISPLAY WINDOWには、上から下にプリセット番号と名前、使用中のアンプ
の種類、プリセットに使用されているエフェクトを構成する４つのボックスが表示されます。これらのエフェクトカテゴリボックスには、STOMP(
ストンプボックス)、MOD(モジュレーション)、DELAYおよびREV(リバーブ)というラベルが付けられています。プリセット内容に初めてアクセ
スすると、プリセット名とアンプの種類が青色でハイライト表示されます。

ENCODERを回して押し、アンプモデルまたはエフェクトカテゴリボックスのひとつを選択します。その際に有効な選択肢が青でハイライト表
示されます。

アンプコントロール設定の編集と保存

プリセットのアンプモデル個々のコントロール設定を編集して保存するには、まずENCODERを押してアンプモデルを選択します。DIS-
PLAY WINDOWには、使用中のアンプモデルのコントロールのリストが表示されます。
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アンプのコントロールノブ設定の調整方法は２つです。１番目の方法は、コントロールパネル上のノブに対応する制御パラメーターで、DIS-
PLAY WINDOWで目的の値に達するまで、コントロールノブを回すだけで調整可能です。下の図では、アンプモデルのTREBLE設定は、コ
ントロールパネルの物理的なTREBLEコントロールノブを回すことによって調整されます。 
 

 
 
２番目の方法は、ENCODERを回して押すことで、制御パラメーターを選択します。選択されたボックスは、青から赤に変わります。

 

 
その後、ENCODERを回すか、コントロールパネルに対応するコントロールノブを回して、コントロールを調整できます。

 

 
この時点で、ENCODERまたは、BACKユーティリティボタン(緑色の矢印)を押して、調整したコントロール値を確定させます。BACKを押す
と、プリセット内容画面に戻ります。ENCODERを押すと、コントロール設定の変更を続けられ、コントロール設定を囲むボックスが青に戻りま
す。設定の編集が完了したら、SAVEユーティリティボタンを押して、変更をプリセットに保存します。
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重要: 編集したアンプのコントロール設定を保存しない場合、しばらく使わなかった後でプリセットを使う時、または電源をオフにして再びオン
にした時、そのプリセットは元の設定に戻ります。編集したコントロール設定を保存するには、SAVEユーティリティボタンを押し、ENCODER
を使用して、SAVE、SAVE AS、REPLACEの３つのオプションいずれかにスクロールします。それぞれの詳細は以下の通りです。 
 
SAVE: 編集したプリセットを同じ場所に同じ名前で保存します。これを行うには、SAVEのユーティリティボタンを押し、ENCODERを使用し
て「SAVE」までスクロールします。もう一度SAVEのユーティリティボタンを押すか、ENCODERを押します。そうすると、元のプリセット画面
に戻る前に「PRESET SAVED！」の画面が短く点滅します。

 

 
SAVE AS: 編集したプリセットを別の場所に保存できます。その際名前を変更することができます。これを行うには、SAVEのユーティリティボ
タンを押して、ENCODERを使用して「SAVE AS」までスクロールします。ENCODERを押すと、プリセットを移動できる「CHOOSE SLOT」の
リストにアクセスできます。ENCODERを回して押し、新しい場所を選択します。

 

「SAVE AS」を使用する時に、プリセットの名前を変更するかどうかに関わらず、名前を入力する必要があります。それには、ENCODERを
押してカーソルを有効にし、ENCODERを回して文字を選択し押して確定させ名前を入力します。ENCODERをスクロールして「CLEAR 
ALL」を選択すると、全ての文字を消去できます。新しい場所の名前入力が完了したら、SAVEユーティリティボタンを押すか、ENCODERを
使用しスクロールしてSAVEを選択し、名前を保存します。元のプリセット画面に戻る前に、「PRESET SAVED！」の画面が短く点滅します。
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REPLACE: 既存のプリセットは、以下のように別のプリセットに置き換えることができます。SAVEユーティリティボタンを押し、ENCOD-
ERを使用して「REPLACE」までスクロールして選択し、表示される30個のファクトリープリセット(３ページ)から１つを選択します。「RE-
PLACE」を選択した後、ENCODERを使用しプリセット30個のいずれかにスクロールします。各プリセットは自動的にプレビューされるた
め、プリセットがロードされる前にサウンドを聞くことができます。ENCODERを押してプリセットを選択し、ENCODERをスクロールし「NO 
CANCEL」または「YES REPLACE」（図示せず）を選択して確認し、選択したスロットに保存して確定します。

 

 
 

プリセットに指定したアンプモデルの変更

プリセット内のアンプモデルは、別のモデルに置き換え可能です(８ページのMustang LT50アンプモデルリストを参照)。ENCODERを押
して、プリセットのコンテンツにアクセスすると、現在使用しているモデルがハイライト表示されます。使用アンプモデルのコントロールリスト
を表示するには、もう一度ENCODERを押します。これにより、アンプモデルの名前がリストの一番上に表示されます。

もう一度、ENCODERボタンを押すと、アンプの置き換え機能が有効になります。アンプ名を囲むボックスが青から赤に変わり、白い矢印がア
ンプ名を囲みます。ここで、ENCODERを回して新しいモデルにスクロールします。アンプモデルの変更を受け入れるには、まずENCODER
を押します。すると、アンプ名を囲むボックスが青に戻ります。BACKユーティリティボタンを押して、アンプモデルの変更を確定し、プリセット
内容画面に戻ります。

重要: アンプモデルを交換した情報をセーブしていない場合は、プリセット終了後に元に戻した時、または電源をオフにしてから再びオンにす
ると、プリセットは元の状態に戻ります。プリセットアンプの交換を保存するには、6ページおよび、本ページ上部記載のSAVE、SAVE AS、RE-
PLACEの指示に従ってください。
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MUSTANG LT50 内蔵アンプモデルリスト

この表は、Mustang LT50のアンプモデルの一覧です。各プリセット使用アンプのラベルは左側、アンプの種類と簡単な説明は右側に記載
されています。

SUPER CLEAN
スタジオ用ミキシングコンソールにダイレクトで繋いだ、歪みのないクリーンなサウンドです

CHAMP ‘57Champ®をベースにしています。小さいながらも強力で、50年代のフェンダーを代表する素晴らしいサウン
ドです

DELUXE DIRT 1957 Deluxe™をベースにしています。 中出力で、厚く圧縮されたオーバードライブで知られる、50年代後半の
フェンダーツイードクラシックです

50S TWIN 12インチ(30.48センチ)スピーカーを２発搭載した、オリジナルの1957年製Twin。フェンダーツイード期のクラシッ
クで、クリーンからダーティまで多様性を重視したサウンドです

BASSMAN 古き良きフェンダー最大のツイードアンプ、’59Bassman®をベースにしています。ベース用アンプとして誕生し
たこのモデルは、後にギターアンプの定番となりました

PRINCETON 1965 Princeton®をベースにしています。60年代半ばのスタジオで活躍した、10インチ(25.4センチ)スピーカ
ー１発の派手なトーンが魅力です

DELUXE CLN 非常に人気の高い1965 Fender Deluxe Reverb®をベースにしています。クリーンでもダーティでも素晴ら
しいトーンを誇り、数多くのクラブで使用されています

TWIN CLEAN 1965 Fender Twin Reverb®がベースです。60年代半ばのスタジオとステージで愛用された、フェンダーを
代表するクリーントーンです

EXCELSIOR 15インチ(38.1センチ)スピーカーの独特な鳴りを備えた、エレガントで少し風変わりな、現代のフェンダーモデル
らしいサウンドです

SMALLTONE ガレージクラシックである60年代シアーズ社、Silvertoneブランドのアンプにインスパイアされた、レトロ／オル
タナティヴなサウンドです

70S UK CLN 出力100W、オリジナルのハイワット社のDR103にインスパイアされた、クラシックでクリーントーンな英国製ス
タックです

60S UK CLN 60年代ブリティッシュインベイジョンの原動力となった、ヴォックス社のAC30。そのクリーンで、ダーティなトーン
にインスパイアされました

70S ROCK ハードロック黎明期、60年代後半〜70年代前半のマーシャル社のSuper Leadにインスパイアされたモデルです

80S ROCK 80年代のメタルトーンを生み出した、典型的なマーシャル社のJCM800にインスパイアされました

DOOM METAL オレンジ社OR120の雄大なマディーサウンドにインスパイアされました

BURN
はっきりとしたサステインを得るため、２つのカスケード形式プリアンプゲインステージを持つ、フェンダー

Super-Sonicの“ burn”チャンネルをベースにしています

90S ROCK メサブギー社のDual Rectiferをベースにした、独特な歪みが特徴の“ニュー・メタル”サウンドです

ALT METAL メサブギー社Dual Rectifierの独特でメタリックな歪みをベースにしています。非常に高速な音の減衰曲線を生
み出し、ハイゲインなメタルに最適です

METAL 2000 EVH®5150IIIに基づく、焼け付くような最新のハイゲインサウンドです

SUPER HEAVY EVH®5150IIIをベースとした、焼け付くような最新のハイゲインサウンド。非常に速い音の減衰曲線でゲートされ
ており、ハイゲインなメタルに最適です

Champ、Deluxe、Bassman、Princeton、Deluxe Reverb、Twin ReverbはFMICの商標です。本マニュアル記載の、その他全てのFMIC以外の製品名、商標はそれぞれ所有者の財産であり、本製品のサウンドモデル開発中に、
トーンとサウンドを検討し、識別するためのみに使用されます。これらの製品および、商標の使用は、FMICとの間、および第三者との関係、関連、提携、スポンサーシップ、または承認を意味するものではありません。

プリセット時のアンプ分類 アンプの種類と説明
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エフェクトコントロール設定の編集と保存

プリセットのさまざまなエフェクト(存在する場合)にある、個々のコントロール設定を編集して保存するには、ENCODERを回して押し、編集
するエフェクトを含むエフェクトカテゴリボックスを選択します。それぞれ１つのエフェクトが設定でき、ストンプボックス、モジュレーション、デ
ィレイ、リバーブ４つエフェクトカテゴボックスがあります。

 

DISPLAY WINDOWでは、そのカテゴリで使用される、エフェクトモデルのコントロールのリストが表示されます。特定のエフェクトコントロ
ールまでスクロールするには、ENCODERを使用します。ENCODERを押してエフェクトコントロールを選択すると、周囲の枠が青から赤に
変わります。そこからENCODERを回して、選択したコントロール値に新しい値を設定します。

 
 
この時点で、ENCODERを押して調整したエフェクトコントロール値を受け入れ、編集モードを終了します。すると、周囲のボックスが青に戻り
ます。または、BACKユーティリティボタン(緑色の矢印)を押して、エフェクトコントロール値の変更を確定し、プリセットの内容画面に戻ります。

 

重要: 編集したエフェクトコントロール設定が保存されていない場合、プリセットを終了してプリセットに戻った時、アンプの電源をオフにして
再びオンにした時に、プリセットは元のエフェクトコントロール設定に戻ります。編集したエフェクトコントロール設定を保存するには、６ページ
と７ページの「SAVE」、「SAVE AS」、「REPLACE」の指示に従ってください。
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エフェクトの置き換え、追加と削除

４つのエフェクトカテゴリボックスでは、それぞれ１つのエフェクトが設定できます。すでにエフェクトが存在する場合、そのカテゴリ内の別の
エフェクトに置き換えることも、削除も可能です。エフェクトが存在しない場合は、追加できます(13〜14ページのMustang LT50エフェクト
モデルのリストを参照)。信号パスは、左図に示すようにInstrument-Stompbox-Modulation-Amplifier-Delay-Reverb-Speak-
erです。 

右下の図に示すように、すでにエフェクトが含まれるエフェクトカテゴリボックスの輪郭は、実線で表示されます。エフェクトが含まれないカテ
ゴリボックスの輪郭は、点線で表示されます。

 
エフェクトを置き換えるには、その上にあるENCODERを押してプリセットの内容にアクセスします。そして、ENCODERを使用して、４つの
エフェクトカテゴリボックスの１つにスクロールします。もう一度ENCODERを押すと、エフェクトカテゴリボックスに含まれるエフェクトが表
示されます。エフェクトモデルの名前は、DISPLAY WINDOWの上部にハイライト表示されます。

もう１回ENCODERを押すと、エフェクト置き換え機能が有効になります。エフェクト名を囲むボックスが青から赤に変わり、白い矢印がエフェ
クト名を囲みます。ENCODERを時計回りに回して、カテゴリ内の他のエフェクトモデルをスクロールします。置き換えを受け入れて編集モー
ドを終了するには、ENCODERを押します。すると、周囲のボックスは青に戻ります。または、BACKユーティリティボタン(緑色の矢印)を押し
て置き換えを受け入れ、プリセットの内容画面に戻ります。
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エフェクトを削除する手順は、10ページの手順とよく似ています。前と同じように、その上にあるENCODERを押してプリセットの内容にアク
セスしてから、ENCODERを使用して、使用中のエフェクトカテゴリボックスにスクロールします。もう一度ENCODERを押すと、カテゴリボッ
クスに含まれるエフェクトが表示されます。エフェクトモデルの名前は、DISPLAY WINDOW上部にハイライト表示されます。

 

もう１回ENCODERを押すと、エフェクト置き換え機能が有効になります。エフェクト名を囲むボックスが青から赤に変わり、白い矢印がエフェ
クト名を囲みます。DISPLAY WINDOW上部の赤くハイライト表示されたエフェクトラベルが「NONE」になるまで、ENCODERを反時計
回りに回します。「NONE」の状態でENCODERを押す(またはBACKユーティリティボタンを押す)と、以前に使用していたエフェクトカテゴ
リボックスのプリセット画面に戻り、今のボックスは空になっています。

空のエフェクトカテゴリボックスにエフェクトを追加するには、まずENCODERを押して、プリセットの内容にアクセスします。次にENCODER
を使用して、空のエフェクトカテゴリボックスにスクロールします。空のエフェクトカテゴリボックスにアクセスするには、もう一度ENCODERを
押します。赤でハイライト表示されたラベル「NONE」は、DISPLAY WINDOWの上部に表示されます。

ENCODERを時計回りに回して、そのカテゴリのエフェクトモデルをスクロールします。目的とするエフェクトの「ENCODER」を押すと、エフ
ェクト名を囲むボックスが青に戻り、エフェクトカテゴリボックスに、まだ保存されていないエフェクトが追加されます。または、BACKユーティ
リティボタン(緑色の矢印)を押して、プリセットコンテンツ画面に戻ります(次ページの図を参照)。
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重要: 一度置き換え、削除、追加したエフェクトを保存していない場合は、プリセットを元に戻した後、またはアンプの電源をオフにして再びオ
ンにした時に、プリセットは元のエフェクトモデルに戻ります。変更、削除、追加されたエフェクトモデルを保存するには、６ページおよび７ペー
ジの「SAVE」、「SAVE AS」、「REPLACE」の手順に従ってください。

タップボタンによるディレイタイムの設定

Mustang LT50の「DELAY」エフェクトカテゴリボックスで、ディレイタイムを設定する方法は３つです。１番目の方法は、９ページの「エフ
ェクトコントロール設定の編集と保存」の手順に従ってENCODERをスクロールし、ディレイタイムを含む個々のエフェクト設定を選択、およ
び調整します。

２番目の方法は、Mustang LT50のTAPユーティリティボタン(黄色い矢印)を使うことです。プリセットにディレイエフェクトが含まれてい
る場合、TAP LIGHT(緑色の矢印)が、そのエフェクトのデフォルトのディレイタイムに合わせて点滅します。このタイム設定は、DISPLAY 
WINDOWに表示される画面に関係なく、TAPユーティリティボタンを指定するテンポで、２回以上タップして変更できます。

３番目の方法は、４ボタン式のフットスイッチを使用して変更します。その使用方法は19ページに記載されています。

重要: 編集したディレイタイムが保存されていない場合は、プリセットを終了した後にプリセットに戻った時、すなわちアンプの電源をオフ
にして再びオンにした時に、エフェクトは元のディレイタイムに戻ります。編集したディレイタイムを保存するには、６ページと７ページの
SAVE、SAVE AS、REPLACEの指示に従ってください。



MUSTANG LT50 内蔵エフェクトモデルリスト

この表は、Mustang LT50のエフェクトモデルを、STOMP(ストンプボックス)、MOD(モジュレーション)、DELAY、REV(リバーブ)の各プリ
セットに表示される４カテゴリに分類してまとめたものです。各プリセットで使用されるエフェクトラベルは左側に表示され、エフェクトタイプと
簡単な説明は右側に記載されています。

ストンプボックスエフェクト

OVERDRIVE フェンダーがMustang LT50用に特別設計した多用途なオーバードライブです

BLUES DRIVE 70年代後半のアイバニーズ社のTS808 Tube Screamerにインスパイアされた、オーバードライブです

MYTH DRIVE 90年代のクローン社Centaurにインスパイアされた、オーバードライブです

ROCK DIRT プロコ社のRATにインスパイアされた、ディストーションエフェクトです

FUZZ フェンダーがMustang LT50用に特別設計した、可変式でローエンドレスポンスの汎用性が高いファズです

BIG FUZZ エレクトロハーモニックス社のBig Muffにインスパイアされた、ディストーションです

OCTOBOT シンセ風のオクターブダウンに、オクターブアップファズを組み合わせた、エフェクトです

COMPRESSOR MXR社の Dyna Compにインスパイアされた、クラシックなコンプレッサーエフェクトです

SUSTAIN MXR社のM-163 Sustainにインスパイアされました。強力なコンプレッション効果と短いアタックタイムを備え
た、80年代のレアなコンプレッサーサウンドです

METAL GATE 非常に速い音の減衰曲線を持つノイズゲートは、ハイゲインなメタルに最適です

5-BAND EQ 5バンドのグラフィックイコライザーです

モジュレーションエフェクト

CHORUS 三角波のモジュレーションが独特なコーラスエフェクトです

FLANGER 三角波のモジュレーションによる独特なフランジャーエフェクトです

VIBRATONE ロータリースピーカーの揺れを備える、60年代後半〜70年代初期のクラシックなフェンダーエフェクトです

TREMOLO フェンダーPrinceton Reverbなどのアンプで聴くことのできる、滑らかなパルスのチューブバイアストレモロです

PHASER 数多くのレコーディングで聴くことのできる、ジェットサウンドのフランジャーです

STEP FILTER 音符をはっきり交互のステップに分割する、リズミカルなフィルターエフェクトです

TOUCH WAH エクスプレッションペダル操作ではなく、ピッキングのダイナミクスでコントロールするワウエフェクトです

本マニュアル記載の、その他全てのFMIC以外の製品名、商標はそれぞれ所有者の財産であり、本製品のサウンドモデル開発中に、トーンとサウンドを検討し、識別するためのみに使用されます。これらの製品およ
び、商標の使用は、FMICとの間、および第三者との関係、関連、提携、スポンサーシップ、または承認を意味するものではありません。

13



ディレイエフェクト

コントロールパネルのTAPユーティリティボタンとTAP LIGHTは、本カテゴリのエフェクトのみに関連して機能します 。 

DELAY クリーン、かつシンプルでピュアなシグナル反復をします

REVERSE クラシックなリバースエフェクト効果を得るために、反転したディレイサウンドです

ECHO アナログでクラシックなマエストロ社のEchoplexをベースにした、テープ式ディレイエフェクト。テープの歪みに
よる、独特なフィルター感を表現します

リバーブエフェクト

LARGE HALL 大規模なライブ会場や、広い洞窟のような 空間をシミュレートする、強く明るいリバーブです

SMALL ROOM 狭い空間、典型的なエコーチャンバーのように典型的で暖かく、エコーの少ないリバーブです

SPRING 65 60年代半ばのクラシックなフェンダーアンプに内蔵されたリバーブエフェクトです

PLATE プールテーブルサイズのプレートを振動させる、クラシックなEMT 140に基づいた、数多くのレコーディングで聴
けるプレートリバーブです

ARENA 大規模なスタジアム、アリーナの典型的な余韻のあるロングリバーブです

本マニュアル記載の、その他全てのFMIC以外の製品名、商標はそれぞれ所有者の財産であり、本製品のサウンドモデル開発中に、トーンとサウンドを検討し、識別するためのみに使用されます。これらの製品およ
び、商標の使用は、FMICとの間、および第三者との関係、関連、提携、スポンサーシップ、または承認を意味するものではありません。
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メニュー機能
Mustang LT50は、5つの便利なメニュー機能-チューナー、フットスイッチ、レベル、リストア、アバウト-を全て備えています。これら
は、MENUユーティリティボタンを押すことで、簡単にアクセスできます。最初の機能(チューナー)は自動でハイライト表示されます。EN-
CODERを使用してスクロールし、MENU機能を選択します。

チューナー: Mustang LT50の内蔵クロマチックチューナーを使用します(16ページ)。

フットスイッチ: プリセットに素早くアクセス、エフェクトのオン／オフ、チューナー機能の設定など、Mustang LT50のオプションとなる４ボ
タン式スイッチです(17ページ)。

レベル: コントロールパネルのUSBオーディオポートを使用しての録音、または外部サウンドと録音機器に信号を送信するために、バックパネ
ル部モノラルライン出力を使う場合に使用する、信号強度メーター付きのレベルコントロールです(21ページ)。

リストア: 出荷時のプリセットおよび、アンプ設定に復元できます(21ページ)。

アバウト: 現在のアンプのファームウェアバージョンを表示します(22ページ)。
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メニュー機能: チューナー

Mustang LT50の内蔵クロマチックチューナーにアクセスするには、３つの方法があります。１番目の方法は、チューナー画面がDISPLAY 
WINDOWに表示されるまで、コントロールパネルのTAPユーティリティボタンを押し続けることです。

 

２番目の方法は、コントロールパネルのMENUユーティリティボタンを押すことです。 MENU機能のリストがDISPLAY WINDOWに表示さ
れ、チューナーの機能がリストの上に自動的にハイライト表示されます。チューナーのENCODERを押して、チューナー画面にアクセスします。

 
チューナーを使うには、ギターで音を鳴らします。すると、弾いた開放弦の音名が下のボックスに表示され、長い中央バーの両側にある短い縦
バーが赤く点灯し、音程のシャープ程度(右側)、またはフラット程度(左側)を示します。音程が正確に調整されると、中央の縦バーと両側２本の
縦バーが緑色に点灯します。

 
チューニング時はスピーカー出力がミュートされます。チューナーに音程を読み込ませるために、充分な音量で楽器を弾いてください。 

チューナーにアクセスする3番目の方法は、フットスイッチの使用です。フットスイッチを使用してハンズフリーのクロマチックチューニングを
行うには、20ページの手順を参照してください。
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メニュー機能: フットスイッチ

オプションの４ボタン式MGT-4フットスイッチを、バックパネルのフットスイッチジャックに接続します。Mustang LT50は、MGT-4およびそ
の他の互換性のある、４ボタン式フェンダーフットスイッチ*の正確なフットスイッチラベルを提供する、マグネットフットスイッチオーバーレイ
を付属しています。フットスイッチを使うことで、便利なプリセットのクイックアクセス選択、エフェクトのオン／オフ切り替え、ディレイのタップ
テンポコントロール、ハンズフリーチューナー機能が提供されます。フットスイッチを接続し、アンプをオンにすると、フットスイッチは自動的に
有効状態のプリセットと同期し、左端の赤い「BANK 1」LEDが点灯します。たとえば、プリセット９(「Jazz Amp」)が有効で、フットスイッチが
アンプに接続されている場合、フットスイッチはそのプリセットと同期し、フットスイッチのディスプレイウィンドウに「P09」と表示されます。
 

 

フットスイッチ：プリセットへのクイックアクセス

４ボタン式フットスイッチは、それぞれ４つのプリセットのうち２つの「banks」に配置された、最大８つの「quick-access」プリセットを、
ハンズフリーで切り替えて構成できます。これを行うには、MENUユーティリティボタンを押し、ENCODERを使用してスクロールして

「FOOTSWITCH」を選択します。

両方のクイックアクセスプリセットバンクは、DISPLAY WINDOW下にあるQUICK ACCESSのヘッダー情報に表示されます。上のバンク
「BANK 1」は自動的に青で強調表示されます。ENCODERを押すと、最初のバンクの４つのプリセットスロットがデフォルト設定で表示さ
れ、ラベル「A」、「B」、「C」、「D」はフットスイッチのボタン「A」、「B」、「C」、「D」に対応します。最初のプリセットスロット（「A」）は、青色で強調
表示されます。

* 過去のフェンダーMS-4および、ULT-4 といった４ボタン式フットスイッチもMustang LT50と互換性があります。Mustang LT50に付属のマグネットフットスイ
ッチオーバーレイは、両方のフットスイッチに適合します。
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たとえば、別のプリセットをスロット「A」に割り当てるには、ENCODERを押します。すると「CHOOSE SLOT」画面が表示され、30個のプリ
セットの番号付きリストが表示されます。最初のプリセットは、赤で強調表示されます。ENCODERを使用して、スロット「A」の新しいプリセッ
ト(ここの例ではプリセット18)までスクロールして選択します。

新しいプリセットは、プリセットスロット「A」を占有します。必要に応じて、同じ手順を使用して、BANK 1のスロット「B」、「C」、「D」のプリセッ
トを置き換えます。さらに、４つのクイックアクセスプリセットを設定するには、ENCODERを使用して、２番目のバンク(「BANK 2」)までスク
ロールして選択し、同じ手順に従います。

構成が完了すると、フットスイッチを使用して８つのクイックアクセスプリセット全てに簡単にアクセスできます。アンプがオンでフットスイ
ッチが接続されている場合、BANK 1は自動的にアクティブになり、それに含まれる４つのプリセットがフットスイッチボタン「A」、「B」、「C」、

「D」に割り当てられます。 
 
あとは、目的のプリセットに対応するボタンを踏むだけです。この例では、プリセット18がBANK 1のスロット「B」に割り当てられています(左端
の赤いBANK 1 LEDの点灯、スイッチ「B」の上の赤色LEDの点灯、およびフットスイッチ表示ウィンドウで表示)。フットスイッチボタン「B」を踏
んで有効にします(黄色の矢印):

BANK 2のプリセットにアクセスするには、ボタン「A」と「B」を同時に踏みます。左端の緑色の「BANK 2」LEDが点灯し、BANK 2の４つの
プリセットがフットスイッチボタン「A」、「B」、「C」、「D」に割り当てられていることを示します。前と同様に、目的のプリセットに対応するボタン
を踏みます。
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この例では、プリセット５がBANK 2のスロット「A」に割り当てられています(左端にある緑色のBANK 2 LEDの点灯、スイッチ「A」の上とフッ
トスイッチ表示ウィンドウの赤色LEDが点灯)。フットスイッチボタン「A」を踏んでアクティブにします:

 

フットスイッチ：エフェクトのオン／オフ

プリセット内のエフェクト(存在する場合)は、フットスイッチを使用してオン／オフできます。これを行うには、黄色の「EFFECTS」LEDが左端
で点灯するまで、ボタン「A」と「B」を同時に踏みます(下図を参照)。フットスイッチボタン「A」、「B」、「C」、「D」には、それぞれ「STOMP」(A)
、「MOD」(B)、「DELAY」(C)、「REVERB」(D)のラベルが付いています。これら４つのカテゴリのそれぞれから、１つのエフェクトのみがプリ
セットに表示されるため、プリセットで使用されるエフェクトは、全て４つのフットスイッチボタンに自動的に割り当てられます。

この例では、アクティブプリセット９に１つのストンプボックスエフェクトと、１つのリバーブエフェクトが含まれています。したがって、フットスイ
ッチを「EFFECTS」モードにすると、ストンプボックスエフェクトはフットスイッチボタン「A」に自動的に割り当てられ、リバーブエフェクトは自
動的にボタン「D」に割り当てられます（プリセットにはモジュレーションまたはディレイエフェクトがないため、フットスイッチボタン「B 」と「C」
は無効です）。これらのボタンを踏むだけで、これらの効果をオン／オフにできます。:

フットスイッチ：ディレイエフェクト用タップテンポ
 
プリセットにディレイエフェクトがある場合、フットスイッチのタップテンポ機能によってハンズフリーでディレイレイトを調整できます。これを
行うには、まず上記のようにフットスイッチをBANK 1または２モードにし、ディレイエフェクトのあるプリセットを選択します。現在選択されて
いるプリセットに対応するフットスイッチボタンを、目的のテンポで２回以上踏みます。これにより、コントロールパネルのタップテンポ・ユーティ
リティボタンを押すのと同じ方法で、ディレイタイムを変更できます(12ページ)。  
 
重要: ディレイレイトの変更がセーブされていない場合、使用中のプリセットは、それを離れてからプリセットに戻る時、またはアンプをオ
フにして再びオンにする時、元のディレイレイトに戻ります。プリセットのディレイレイトの変更を保存するには、６ページおよび７ページの
SAVE、SAVE AS、またはREPLACEの手順に従ってください。
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フットスイッチ：チューナー

フットスイッチでハンズフリーなチューニングを行うには、「C」ボタンと「D」ボタンを同時に踏んで、クロマチックチューナーモードを有効に
します。フットスイッチをチューナーモードにすると、Mustang LT50コントロールパネルのチューナーディスプレイがアクティブになります
(16ページ)。

鳴った音に最も近いピッチの文字が、フットスイッチのディスプレイウィンドウに表示されます(各ピッチ文字の右側の記号は、音のシャ
ープとフラットを示します。たとえば、CシャープまたはEフラットにチューニングする場合)。音を鳴らした際、フットスイッチボタン「A」と
「B」の上のLEDが赤く点灯することで、フラットの度合いを示します。また、フットスイッチのボタン「C」および「D」の上のLEDが赤く点
灯することで、シャープの度合いを示します。正しいピッチに達すると、フットスイッチ表示ウィンドウ中央下のLEDが緑色に点灯します。 
 
 
チューニングが完了したら、任意のボタンを踏んでチューナーモードを終了します。フットスイッチチューナー時は、スピーカー出力がミュ
ートされることに注意してください。
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フットスイッチのチューニング機能を有効にするには、ボタン「C」と「D」を同時に踏みます(黄色の二重の矢印)。上記の例では、ボタン「A」(緑色の矢印)の
上にある赤色のLEDの点灯が示すように、「G」のノートが完全にフラットな状態なのがわかります。

ボタン「C」(緑の矢印)の上にある赤色のLEDの点灯が示すように、「G」の音がわずかにシャープしているのがわかります。

緑色の中央LEDの点灯(緑色の矢印)が示すように、「G」音符は正しいピッチの状態です。チューニングが完了したら、任意のボタンを踏
んでフットスイッチチューナーモードを終了します。

BANK 1

BANK 2

EFFECTS

C
DELAY

D
REVERB

MODE TUNER

B
MOD

A
STOMP

BANK 1

BANK 2

EFFECTS

C
DELAY

D
REVERB

MODE TUNER

B
MOD

A
STOMP

BANK 1

BANK 2

EFFECTS

C
DELAY

D
REVERB

MODE TUNER

B
MOD

A
STOMP



メニュー機能：レベル
 
3番目のメニュー機能-レベル-は、コントロールパネルのUSBポート(23ページ)を使用して録音する時、また外部サウンドと録音機器に接続
した時のモノライン出力(23ページ)に使用するレベルコントロールです。MASTER VOLUMEコントロールは、USBおよびモノラルライン
出力ボリュームを制御しないことに注意してください。 
 
このオプションにアクセスするには、MENUユーティリティボタンを押し、ENCODERを使用してスクロールしてLEVELSを選択します。レ
ベルコントロールは自動的に強調表示されます。

ENCODERを回して、新しい「LEVEL」値を設定します。ENCODERを押して新しい値を受け入れさせて、メニューを終了します。また
は、BACKユーティリティボタン(緑色の矢印)を押して新しい値を受け入れ、MENU機能画面に戻ります。

 
 

最高の音質を得るには、「LEVEL」を設定した際に、信号が緑色のバー内に留まり、右側の黄色のバーにほとんど到達せず、右端の長い赤色のク
リッピングバーにも到達しないのが理想です。全てのバーは上の図に表示されています。プリセットを変更すると、個々の音量が変わる可能性
があることに注意してください。プリセットを変更する場合、「LEVEL」の再調整が必要になる場合があります。
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+1.5LEVEL
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FOOTSWITCH

TUNER
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+8.5LEVEL

USB & LINEOUT

USB/MONO LINE OUTPUT 
LEVEL METER

メニュー機能：リストア

４番目のメニュー機能である「RESTORE」は、全てのプリセットとアンプ設定を出荷時の状態に復元します。これを行うには、MENUユーティ
リティボタンを押し、ENCODERを使用してスクロールして[RESTORE]を選択します。
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復元を開始するには、ENCODERをスクロールし「YES RESTORE」を選択。復元をキャンセルするには、「NO CANCEL」のENCODERを押
すか、BACKユーティリティボタンを押します。復元の進行中、進行状況バーのある青い待機画面が表示されます。復元が完了すると、ユーザ
ーは最初のプリセット画面に戻ります。

FACTORY
RESTORE?

YES RESTORE

NO CANCEL

RESTORE

PREPARING
PRESETS

PLEASE WAIT...

PRESET 33 / 60

TUNER

メニュー機能：アバウト

５番目のメニュー機能「ABOUT」は、現在のファームウェアバージョンを表示します。これを行うには、MENUユーティリティボタンを押して
から、ENCODERをスクロールしてABOUTを選択。現在のファームウェアバージョンが表示されます。

SW VERSION:
v2.0.4

ABOUT

FOOTSWITCH

TUNER

RESTORE

LEVELS

MENU

ABOUT

AUX入力およびヘッドフォン出力
Mustang LT50コントロールパネルには、1/8インチ端子２つが搭載されています。外部モバイ
ル／オーディオデバイスを接続するAUX入力と、便利なヘッドフォン使用のための出力です。 

AUX入力を使用する場合、外部デバイスの音量レベルは外部デバイス自体の音量コントロールを使
用して設定されます(アンプの音量コントロールは全体の音量レベルのみであり、AUX入力端子に接
続された外部デバイスの個々の音量には影響しません)。また、ヘッドフォンを接続するとスピーカー
出力はミュートされ、AUX入力信号はUSBポートまたは、モノライン出力に送信されないことにご注
意ください。

7.3

4.1

7.9

6.4

VOLUME
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TREBLE

BASS

80S ROCK

4.5MIDDLE
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USB ポート
Mustang LT50コントロールパネルには、オーディオ録音とフェンダートーン用のUSBポートがあります(以下の「フェン
ダートーン」を参照)。マイクロUSBケーブル(別売)を使用して、録音ソフトウェアを搭載したコンピューターをこのポートに
接続します。Appleコンピューターに接続するための外部ドライバーは必要ありません。Windowsベースのコンピュー
ターに接続するには、ユーザーはhttps://support.fender.com/hc/en-us/arti-cles/214343123-How-
do-I-know-which-ASIO-Driver-to-useから、入手可能なフェンダーMustangデバイスを使用して、ASIOドラ
イバーのセットアップをダウンロードする必要があります。 
 
USBポートとAUX入力は同時に使用できますが、USBポートを使用してAUX入力からの信号を記録することはで
きません。また、USB出力はステレオであり、プリセットゲイン、ボリューム、およびトーンコントロールはUSBレベルとト
ーンに影響しますが、MASTER VOLUMEコントロールは影響しません。 

USBポートを使用して録音する場合、レベルコントロールはLEVELSメニュー機能にあります(21ページ)。

Mustang LT50には、外部サウンドおよび録音機器に接続するため、リアパネルに1/4インチ＝0.63センチのモ
ノライン出力があります。
 
リアパネルのモノライン出力を使用する場合、そのレベルコントロールはLEVELSメニュー機能にあります(21ペー
ジ)。

プリセットゲイン、ボリューム、およびトーンコントロールは、モノラルライン出力レベルとトーンに影響することに注
意してください。 MASTER VOLUMEのコントロールは、モノライン出力レベルには影響しません。また、ハムを
低減または除去するためにTRS(ステレオ)ケーブルを使用できます。

モノライン出力

フェンダートーンアプリ
フェンダートーン(MacおよびPC用Mustang LTアンプの究極のデスクトップコンパニオン)はfender.com/ToneDesktopから無料
でダウンロードできます。トーンユーザーは、使い易いインターフェイスを使用して、既存のMustang LT50機能を便利に制御できるだけで
なく、追加のプリセットや、次のような多くの機能にアクセスできます:

•	 ファームウェアの更新
•	 オーディション／ダウンロード用の多数の追加フェンダープリセット
•	 便利な「undo」機能を備えたプリセットの作成と編集
•	 プリセットの編集(アンプとエフェクトモデルの置き換え、パラメーターの変更)
•	 プリセットの保存、名前変更、移動、消去
•	 プリセットのバックアップと復元
•	 エフェクトバイパス

さらなる情報をお求めの場合は、fender.com/ToneDesktopで、フェンダートーンの詳細を確認し、fender.com/ToneSupportで
サポート資料を検索してください。
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仕様 

型式	 PR 5674

所要電力	 110 ワット
出力	 50 ワット into 8Ω

入力インピーダンス	 1MΩ (instrument)          15kΩ (aux)

スピーカー	 12インチ Fender Special Design speaker (8Ω)

フットスイッチ	 4ボタン式 MGT-4 (別売り, 部品番号 0994071000)

サイズおよび重量	 幅: 17” (43.1 cm)          高: 16.5” (41.9 cm)          奥行き: 8.5” (21.6 cm)          重量: 19.8 lbs. (9 kg)

製品の仕様は予告なく変更になる場合があります。

Mustang LT50の改善、充実させるファームウェアの更新については、fender.com/firmware/supportを定期的にご確認ください。
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Mustang LT50

2311200000 (120V, 60Hz) NA
2311201000 (110V, 60Hz) TW
2311203000 (240V, 50Hz) AU
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